
（別記） 

令和７年度当別町農業再生協議会水田収益力強化ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

 
 当地域の耕地面積は８，５１０ｈａであり、水田面積は約５，９００ｈａと耕地面積の

約６８％を占め、その内転作面積は４，７００ｈａ（転作率は約８０％）となっている。 

 主な作付け体系は、水稲・小麦・大豆等の土地利用型作物が９０％以上を占めている。 

野菜・花きは５．２％にとどまっており、その他は雑穀や地力増進作物となっている。 

 特に小麦については転作面積の６２％を占めているが、連作による収量低下を招いてい

る。また、花きについては全道屈指の産地となっているが、作付面積は露地栽培が微増

し、施設栽培では減少傾向にある。また、野菜の作付面積についても、著しく少ない状況

である。 

 農業所得向上のためには、輪作体系の確立による土地利用型作物の生産性向上、直売や

加工など地域農産物のブランド化に向けた取り組みが必要であり、その基礎資源として野

菜や花きなどの高収益作物の生産拡大が急務となっている。さらには、農業従事者の高齢

化や農家戸数の減少が進んでおり、農村の維持・発展に向け担い手対策が課題となってい

る。 

 

２ 高収益作物の導入や転換作物等の付加価値の向上等による収益力 
強化に向けた産地としての取組方針・目標 

 
 地域の収益力を強化するため、課題解決に向けた方向性の明確化と推進体制の整備によ

り、経営の効率化を進める担い手への農地利用の集約化を行うとともに、輪作体系の確

立、生産性向上技術の定着、高収益作物（野菜・花き）の作付拡大・低コスト生産等に努

め、地域特性を十分に発揮できる農業生産に取り組む。 

 

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

 

 地域の収益力強化に向けて、水田機能を有効に活用する必要があることから、引き続き

水田機能が維持できるよう、労働生産性の高い作物の導入、担い手の確保や農地の集積・

集約化、ブロックローテーション導入に向けた課題の整理・技術の普及に取り組む。 

 また、水張りを組み入れない作付体系が定着している水田については、畑地化に向けた

協議を地域関係者と進め、高収益作物の定着を図っていく。 

 

４ 作物ごとの取組方針等  

（１）主食用米 

   生産の安定化と品質・食味の一層の向上に努め、売れる米作りの徹底により、コメ 

の主産地としての地位を確保する。 

 

（２）備蓄米 

   現時点では取組はないものの、状況に応じて取組を検討する。 

 

 



（３）非主食用米 

  ア 飼料用米 

    水田機能の維持・確保を図るため、需要に応じた生産に取り組む。 

 

  イ 米粉用米 

    現時点では取組はないものの、状況に応じて取組を検討する。 

 

  ウ 新市場開拓用米 

    今後大きな需要が見込まれる新たな市場の開拓に向けて、作付を推進する。 

 

  エ WCS 用稲 

    水田機能の維持・確保を図るため、需要に応じた生産に取り組む。 

 

  オ 加工用米 

    水田機能の維持・確保を図るため、需要に応じた生産に取り組む。 

 

（４）麦、大豆、飼料作物 

   麦・大豆の生産性向上を図るため、輪作体系の一部として「小豆」「なたね」「てん

菜」「子実用とうもろこし」を加えたローテーションにより、適正な輪作体系の確立

を目指す。 

   また、生産圃場の排水管理、病害虫の発生予察と適期防除の実践、適期播種・適期

収穫などの基本技術の励行を継続するとともに、機械導入による省力化・低コスト生

産を推進し、適正な作付面積を維持する。 

 

（５）そば 

   地域の実需者との契約に基づき、栽培面積を維持する。 

 

（６）地力増進作物 

   輪作体系の維持を図るため、作付に取り組む。 

 

（７）高収益作物（野菜） 

輪作体系の確立に向け、土地利用型野菜（馬鈴薯・人参・アスパラ・スイートコー 

ン）の作付面積の拡大を図る。 

   さらに、高収益野菜（南瓜・キャベツ・ブロッコリー）を重点振興作物に位置づ

け、消費者ニーズを捉えながら、高品質で安定した生産と、生産拡大に取り組む。 

   また、上記以外の野菜についても、豊富な品目が求められる直売所での販売や６次

産業化の資源として地域振興作物に位置づけ、農家所得の向上を図る。 

 

（８）高収益作物（花き） 

   道内における主要な花き産地として、更なるブランド力を高めるため、重点振興作

物に位置づけ、高品質で安定的な生産を図り、産地としての地位を維持・確保する。 

 

（９）亜麻 

   実需者との契約栽培による一定規模の作付を行うとともに、地域振興作物に位置づ

け、加工から販売までの６次化を推進する。 

 

 

 



（１０）不作付地の解消 

  今後、担い手の減少による不作付地の発生が懸念されるが、農地中間管理事業等の

活用により、地域農業者への集積を図る。 

 

（１１）耕畜連携 

   水田放牧及び資源循環による耕畜連携を推進する。 

 

（１２）その他の高収益作物（子実用とうもろこし（加工・業務用）） 

   新たな高収益作物によるブランド化が必要であることから、子実用とうもろこし

（加工・業務用）の作付面積の拡大を図る。 

 

５ 作物ごとの作付予定面積等 ～ ８ 産地交付金の活用方法の明細  

別紙のとおり 
 

 ※ 農業再生協議会の構成員一覧（会員名簿）を添付してください。 



別紙

５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）

うち
二毛作

うち
二毛作

うち
二毛作

1,313 0 1,366 0 1,344 0

0 0 0 0 0 0

127 0 147 0 100 0

0 0 0 0 0 0

21 0 3 0 30 0

34 0 32 0 25 0

30 0 16 0 45 0

2,858 0 2,804 0 2,800 0

477 0 445 0 490 0

549 0 476 0 520 0

・子実用とうもろこし 189 0 159 0 190 0

0 0 0 0 2 0

23 0 20 0 25 0

11 0 21 0 14 0

233 0 239 0 277 0

・人参 6 0 5 0 6 0

・アスパラ 11 0 11 0 15 0

・馬鈴薯 24 0 37 0 35 0

・南瓜 84 0 85 0 105 0

・スイートコーン 18 0 14 0 25 0

・キャベツ 6 0 2 0 5 0

・ブロッコリー 37 0 41 0 35 0

・その他野菜 11 0 10 0 15 0

・花き・花木 34 0 33 0 35 0

・果樹 0 0 0 0 0 0

・その他の高収益作物 2 0 1 0 1 0

84 0 62 0 95 0

・小豆 34 0 26 0 40 0

・てん菜 47 0 34 0 50 0

・亜麻 3 0 2 0 5 0

133 0 176 0 169 0

麦

作物等
前年度作付面積等

当年度の
作付予定面積等

令和８年度の
作付目標面積等

主食用米

備蓄米

飼料用米

米粉用米

新市場開拓用米

WCS用稲

加工用米

その他

畑地化

大豆

飼料作物

そば

なたね

地力増進作物

高収益作物



６　課題解決に向けた取組及び目標

前年度（実績） 目標値

作付面積（ha） （６年度）160 （８年度）180

共同販売の作付面積
（ha）

（６年度）160 （８年度）180

作付面積（ha） （６年度）160 （８年度）180

共同販売の作付面積
（ha）

（６年度）160 （８年度）180

作物面積（ha） （６年度）3,676 （８年度）3,700

輪作面積（ha） （６年度）1,172 （８年度）1,200

小麦の単収（kg/10a） （６年度）468 （８年度）500

作付面積（ha） （６年度）212 （８年度）70

輪作面積（ha） （６年度）102 （８年度）70

作付面積（ha） （６年度）11 （８年度）14

作付面積（ha） （６年度）236 （８年度）240

輪作面積（ha） （６年度）209 （８年度）200

小麦の単収（kg/10a） （６年度）468 （８年度）500

作付面積（ha） （６年度）57 （８年度）65

輪作面積（ha） （６年度）50 （８年度）55

小麦の単収（kg/10a） （６年度）468 （８年度）500

作付面積（ha） （６年度）2,858 （８年度）2,800

小麦の単収（kg/10a） （６年度）468 （８年度）500

作付面積（ha） （６年度）511 （８年度）530

大豆の単収（kg/10a） （６年度）310 （８年度）300

小豆の単収（kg/10a） （６年度）213 （８年度）270

作付面積（ha） （６年度）549 （８年度）520

耕畜連携取組面積
（ha）

（６年度）61 （８年度）110

作付面積（ha） （６年度）58 （８年度）80

作付面積（ha） （６年度）3 （８年度）5.5

亜麻の単収（kg/a） （６年度）88 （８年度）110

施設園芸野菜 地域振興作物助成 作付面積（ha） （６年度）1.7 （８年度）3.5

地域振興作物助成 作付面積（ha） （６年度）11 （８年度）18

作付面積（ha） （６年度）23 （６年度）35

作付面積（ha） （６年度）21 （８年度）25

複数年契約取組面積
（ha）

（６年度）0 （８年度）2

作付面積（ha） （６年度）21 （８年度）25

※　必要に応じて、面積に加え、取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定してください。
※　目標期間は３年以内としてください。

整理
番号

対象作物 使途名 目標

1
南瓜、キャベツ、ブロッコ
リー、花き

重点振興作物助成

2
南瓜、キャベツ、ブロッコ
リー、花き

重点振興作物作付拡大
加算

3

小麦、大豆（黒大豆含
む）、小豆、てん菜、なた
ね、飼料用作物（子実用と
うもろこし、人参、馬鈴
薯、スイートコーン）

輪作体系推進加算

4
飼料用米、加工用米、新市
場開拓用米、米粉用米、Ｗ
ＣＳ用稲

輪作体系推進加算

5 地力増進作物 輪作体系推進加算

6
てん菜、飼料用作物（子実
用とうもろこし）

重点輪作作物導入加算

7 小豆、なたね 重点輪作作物導入加算

8 小麦 小麦生産力向上助成

9 大豆（黒大豆含む）、小豆 豆類生産力向上助成

10 飼料作物 耕畜連携助成

11

人参・馬鈴薯（でん原馬鈴
薯を除く）・アスパラ・ス
イートコーン、子実用とう
もろこし（加工・業務用）

高収益作物加算

12 亜麻 地域振興作物助成

13

14
地域振興作物助成（直売所
野菜・花き）

17 新市場開拓用米 複数年契約加算

15 そば・なたね そば・なたね作付助成

16 新市場開拓用米
新市場開拓用米作付助
成



７　産地交付金の活用方法の概要

#REF!

協議会名：当別町農業再生協議会

1 重点振興作物助成 1 50,000円/10a 南瓜、キャベツ、ブロッコリー、花き
生産部会または組織に加入し、栽培協定が締結され
ていること

2 重点振興作物作付拡大加算 1 10,000円/10a 南瓜、キャベツ、ブロッコリー、花き
対象作物の後継作付け面積が５０ａ以上あり、かつ
前年度よりも３０ａ以上拡大していること。

3 輪作体系推進加算 1 10,000円/10a
小麦、大豆、小豆、てん菜、なたね、飼
料用作物（子実用とうもろこし）、人参、
馬鈴薯、スイートコーン

前年度作、前々年度作で同一の助成対象作物を作
付していないもの

4 輪作体系推進加算 1 2,000円/10a
飼料用米、加工用米、新市場開拓用
米、米粉用米、WCS用稲

田畑輪換を目的に復田した農地であること。

5 輪作体系推進加算 1 3,000円/10a 地力増進作物
前年度作、前々年度作で同一の助成対象作物を作
付していないもの

6 重点輪作作物導入加算 1 29,000円/10a
てん菜、飼料用作物（子実用とうもろこ
し）

前年度作、前々年度作で同一の助成対象作物を作
付していないもの

7 重点輪作作物導入加算 1 12,000円/10a 小豆、なたね
前年度作、前々年度作で同一の助成対象作物を作
付していないもの

8 小麦生産力向上助成 1 4,000円/10a 小麦

土壌診断結果に基づく適切な施肥を行うほか、融雪
剤散布、排水対策の実施、播種前の有機物の投
入、赤さび病防除の実施、コムギ眼紋病防除の実
施、雪腐れ病防除の実施、適期・適量の播種の実施
のうち３つ以上満たすもの。

9 豆類生産力向上助成 1 4,000円/10a 大豆（黒大豆含む）、小豆

土壌診断結果に基づく適切な施肥を行うほか、排水
対策の実施、播種前の有機物の投入、生育ステージ
に応じた追肥、マメシンクイガ防除の実施、カメムシ
防除の実施、センチュウ抵抗性品種の導入、中耕除
草の実施のうち３つ以上満たすもの。

10 耕畜連携助成 3 10,000円/10a 飼料作物
利用供給協定に基づき実施する飼料作物の作付水
田における牛の放牧の取組

11 高収益作物加算 1 29,000円/10a
人参、馬鈴薯、アスパラ、スイートコー
ン、子実用とうもろこし（加工・業務用）

出荷販売実績の確認できるもの

12 地域振興作物助成 1 40,000円/10a 亜麻
生産工程管理または土壌診断に基づく施肥設計及
び施肥の実施、または栽培講習会の受講のいずれ
かを実施すること。

13 地域振興作物助成 1 19,000円/10a 施設園芸野菜 出荷販売実績の確認できるもの

14 地域振興作物助成 1 11,000円/10a
地域振興作物助成（直売所野菜、花
き）

出荷販売実績の確認できるもの

15 そば・なたね作付助成 1 20,000円/10a そば、なたね 出荷販売実績の確認できるもの

16 新市場開拓用米作付助成 1 20,000円/10a 新市場開拓用米 出荷販売実績の確認できるもの

17 複数年契約加算 1 10,000円/10a 新市場開拓用米

需要者側へ出荷・販売を目的として、令和７年産以
降に新たに締結し、かつ令和７年産以降の連続した
３年分を含む複数年契約に基づき、対象作物の生産
に取り組む販売農家による取組であること

対象作物
※３

取組要件等
※４

整
理
番
号

使途
※１

作
期
等
※２

単価
（円/10a）

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してくだ
さい。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。
※５　支援年限を記入してください。



別紙

利用供給協定に含まれる事項

水田放牧（水田における牛の放牧の取組）
（１）取組の内容
（２）飼料作物を生産する者
（３）牛群を管理する者
（４）ほ場の場所及び面積
（５）牛の入引牧の時期及び放牧頭数
（６）利用供給協定締結期間
（７）水田放牧の条件（作業分担及び品代・経費の負担）
（８）その他必要な事項

資源循環（飼料生産水田へのたい肥散布の取組）
（１）取組の内容
（２）供給される資料作物の種類
（３）飼料作物を生産する者
（４）堆肥を散布する者
（５）ほ場の場所及び面積
（６）堆肥の散布時期及び量
（７）利用供給協定締結期間
（８）堆肥散布の条件（作業分担及び品代・経費の負担）
（９）その他必要な事項

（別表）粗飼料作物等の範囲

青刈りとうもろこし、子実用とうもろこし、青刈りソルガム、テオシン
ト、スーダングラス、青刈り麦（らい麦又はえん麦を含む。またサイ
レージ化したものを含む。）、青刈り大豆、子実用えん麦、WCS用稲、青
刈りひえ、しこくびえ、オーチャードグラス、チモシー、イタリアンラ
イグラス、ペレニアルライグラス、ハイブリッドライグラス、スムーズ
ブロムグラス、トールフェスタ、メドーフェスク、フェストロリウム、
ケンタッキーブルーグラス、リードカナリーグラス、バヒアグラス、ギ
ニアグラス、カラードギニアグラス、アルファルフア、オオクサキビ、
アカクローバ、シロクローバ、アルサイククローバ、ガレガ、ローズグ
ラス、パラグラス、パングラグラス、ネピアグラス、セタリア、飼料用
かぶ、飼料用ビート、飼料用しば

※上記の粗飼料作物等については、食用に供される畜産物を生産するた
めに飼養される牛、馬、めん羊、山羊に供される場合に限ります。


